
単元評価規準と小単元評価規準

研究事例 第３章 ビジネスと流通活動

ビジネスシミュレーションソフトを利用した授業展開例

単元名 第３章ビジネスと流通活動

１ 経済活動と流通

２ 流通活動の特徴

３ 流通活動と企業

４ ビジネスの担当者

生産者、卸売・小売業、金融・保険業、運輸・通信業、サービス業など流通に

単元の目標 関連するビジネスの担当者を取り上げて、その活動の概要について理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

単 ビジネスの諸活動 ビジネスに関する ビジネスに関する 商業を学ぶ目的や

元 に関する諸問題につ 諸問題を経済生活と 基礎的・基本的な技 学び方を理解すると

の いて関心をもち、そ の関連から的確に把 術と望ましい心構え ともに、ビジネスに

評 の改善・向上を目指 握し、 自ら考察を深 を身に会の一員とし 関する基礎的・基本

、価 して意欲的に取り組 め、 基礎的・基本的 てビジネスの諸活動 的な知識を身に付け

規 むとともに、ビジネ な知識と技術を活用 を適切に実践すると 経済社会におけるビ

準 スに対する望ましい して適切に判断し、 ともに、その成果を ジネスの意義や役割

心構えや実践的な態 創意工夫する能力を 的確に表現する。 を理解している。

度を身に付けている 身に付けている。。

小単元名 ３ 流通活動と企業 （８時間）

小単元 流通活動を円滑に行うために、企業は環境変化に対応した形態をとり、社内を

の目標 組織してきたことについて理解させる。また、一般的な企業の形態や組織の概要

について理解させるとともに、商品の流通に関連した諸活動であるマーケティン

グについても触れる。ビジネスシミュレーションソフトを利用し理解を深める。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

小 流通の担い手であ 流通の担い手であ 流通の担い手であ 流通流通の担い手

単 る企業の形態や経営 る企業の形態や経営 る企業の形態や経営 である企業の形態や

元 組織に関心をもち、 組織のあり方につい 組織に関する様々な 経営組織とマーケテ

の 実際の流通活動につ て、様々な角度から 資料を適切に選択し ィングに関する基礎

評 いて、自らすすんで 主体的かつ客観的に て活用し、実際の流 的・基本的な知識を

価 調べたり、まとめた 考察するとともに、 通活動を客観的に把 身に付け、企業組織

規 りしようとする。 流通活動と企業の相 握するとともに、そ の概要を理解してい

準 互関係をとらえよう の過程や結果を具体 る。

と考察する。 的に説明することが

できる。



小単元の指導と評価の計画

ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

1

・企業とは何かを理解させ
る。
・企業形態の種類にはなに
があるのか理解する。

・企業とはどういう組織か
関心をもち、意欲的に調べ
たりまとめようとしてい
る。
・企業形態にはどのような
形態があるか関心をもち、
意欲的に調べようとしてい
る。（観察）

・企業とはどういう組織か
その定義を簿記の内容と関
連してとらえようとしてい
る。
・企業形態にはどのような
形態があるか表にまとめ区
別しようと考察している。
（ノート記述）

・企業とはどういう組織か
その定義を具体的に説明で
きる。
・企業形態にはどのような
形態があるか区別して説明
できる。（対話）

・企業とはどういう組織か
その定義を理解している。
・企業形態にはどのような
形態があるかその区別を理
解している。（対話・ワー
クシート・小テスト）

2

・私企業の種類を理解する
。

・私企業の種類にはどうい
う種類があるのか関心をも
ち、意欲的に調べたりまと
めようとしている。（観
察）

・私企業の種類にはどうい
う種類があるのか６種類を
区別し表にまとめ理解しよ
うと考察している。（ノー
ト記述）

・私企業の種類にはどうい
う種類があるのか６種類を
区別してそれぞれの特徴を
説明できる。（対話）

・私企業の種類にはどうい
う種類があるのか責任範囲
などそれぞれの特徴を理解
している。（対話・ワーク
シート・小テスト）

3

・公企業と公私合同企業を
理解する。

・公企業と公私合同企業に
関心をもち、意欲的に調べ
たりまとめようとしてい
る。（観察）

・公企業と公私合同企業に
ついてその特徴を表にまと
めようと考察している。
（ノート記述）

・公企業と公私合同企業に
ついてその特徴を区別して
説明できる。（対話）

・公企業と公私合同企業に
ついてその区別を理解して
いる。（対話・ワークシー
ト・小テスト）

1

・企業の経営組織を理解す
る。

・企業の経営組織はどのよ
うな組織か関心をもち、意
欲的にまとめようとする。
（観察）

・企業の経営組織はどのよ
うな組織か理解しようと考
察している。（対話）

・企業の経営組織はどのよ
うな組織か説明できる。
（対話）

・企業の経営組織はどのよ
うな組織か理解している。
（対話）

2

・職能別組織と事業制組織
を理解する。

・職能別組織とは何か、事
業制組織とは何か関心をも
ち、意欲的にまとめようと
する。（観察）

・職能別組織とは何か、事
業制組織とは何か図表にま
とめ理解しようと考察して
いる。
（ノート記述）

・職能別組織、事業制組織
についてどのような経営組
織か区別して説明できる。
（対話）

・職能別組織、事業制組織
についてどのような経営組
織か区別して理解してい
る。（対話・ワークシー
ト・小テスト）

1

2

学習活動における具体の評価規準および評価方法

小単元「流通活動と企業」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ
一次　流通の担い手である企業（３時間）
二次　企業の経営組織（２時間）
三次　企業活動とマーケティング（３時間）



小単元の指導と評価の計画

ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

学習活動における具体の評価規準および評価方法

小単元「流通活動と企業」の指導と評価の計画

次 学習内容時

授業の流れ
一次　流通の担い手である企業（３時間）
二次　企業の経営組織（２時間）
三次　企業活動とマーケティング（３時間）

1

・マーケティングとは何か
理解する。

・マーケティングとはどん
な活動か関心をもち、意欲
的にまとめようとしてい
る。（観察）

・マーケティングとはどん
な活動かその重要性を理解
しようと考察している。
（対話）

・マーケティングとはどん
な活動かその重要性が説明
できる。（対話）

・マーケティングとはどん
な活動かその重要性を理解
している。（対話）

2

・マーケティング活動の内
容をビジネスシミュレー
ションソフトを利用し理解
する。

・マーケティング活動内容
に関心をもち、ビジネスシ
ミュレーションソフトに意
欲的に取り組もうとしてい
る。（観察）

・マーケティング活動内容
にはどのような活動がある
のか表にまとめ、ビジネス
シミュレーションソフトを
理解しようと考察してい
る。（ワークシート）

・マーケティング活動内容
にはどのような活動がある
のか、ビジネスシミュレー
ションソフトを利用してそ
の内容が説明できる。（対
話）

・マーケティング活動内容
にはどのような活動がある
のか、ビジネスシミュレー
ションソフトを利用しその
内容を理解している。（対
話・ワークシート）

3

・マーケティング管理をビ
ジネスシミュレーションソ
フトを利用し理解する。

・マーケティング管理とは
何か関心をもち、ビジネス
シミュレーションソフトに
意欲的に取り組もうとして
いる。（観察）

・マーケティング管理とは
どういうことかビジネスシ
ミュレーションソフトを利
用し理解しようと考察して
いる。（ノート記述）

・マーケティング管理とは
どういうことか、ビジネス
シミュレーションソフトを
利用してわかることを説明
できる。（対話）

・マーケティング管理とは
どういうことか、ビジネス
シミュレーションソフトを
利用し理解している。（対
話・小テスト）

3



学 習 指 導 案

科 目 ビジネス基礎 単元名 第３章 ビジネスと流通活動 第３節 流通活動と企業

（ ） （ ）本時の主題 ３ 企業活動とマーケティング ３マーケティング管理 ７時間目／８時

①マーケティング活動内容に関心をもち、ビジネスシミュレーションソフト「やってみ店長」
に意欲的に取り組もうとしている。 【関】
②マーケティング活動内容にはどのような活動があるのか表にまとめ、ビジネスシミュレーシ

本時の目標 ョンソフトを理解しようと考察している。 【思】
③マーケティング活動内容にはどのような活動があるのか、ビジネスシミュレーションソフト
を利用してその内容が説明できる。 【技】
④マーケティング活動内容にはどのような活動があるのか、ビジネスシミュレーションソフト
を利用しその内容を理解している。 【知】

過程 指導の内容・ねらい 学 習 活 動 指導上の留意点・観点別評価

導 ・前時までの復習 ・マーケティングの内容が理解できている ・発問により確認する。
入 か確認する。

・市場調査の確認 ・コンビニの陳列調査がグループでできて ・店長に確認する。 注１
分 いるか確認する。 資１5

資２
・ＰＣ画面に従い、 ・ やってみ店長体験版」ソフトを利用し、 ・ＰＣ、プロジェクターの用意を 注２「

展 各グループ（１～ 各グループ（１～５）のコンビニの陳列 する。
５ の設定を行い 調査に基づいて営業する （ただし、体 ・グループの準備確認をする。 資） 、 。

-1コンビニを開店さ 験版なので２日間の営業しかできない ） ・設定用ワークシートをグループ ３。
-2-3せる。 ＜設定項目＞ の検討ができているか、確認す

＜設定項目＞ ①出店場所 ②開業資金 ③商品棚割 る。 注３
①出店場所 ④商品陳列 ⑤パート採用 ⑥販売促進 ［評価］
②開業資金 の設定を行い、開店する。 ・店長や店員の役割として、指示 注４
③商品棚割 どおり＜設定項目＞が設定でき
④商品陳列 ・各グループの１日目の設定が終わり次第 ているか？、
⑤パート採用 開店させる。 ＜評価方法＞（目標①）
⑥販売促進 観察 注５

開 ・結果の発表をさせ ・結果を黒板のシートに記入する。
る。

・グループ討議をさ ・２日目についてはグループ会議を持ち、 ・各グループの設定時間を約５分
せる。 検討する。 以内で考える。

・２日目の設定を行
い、開店させる。 Ｑ：１日目の結果で１０店満点中、何点 ［評価］

でしたか？自分のグループの良い ・自分のグループの良い点、悪い
点、悪い点はどこですか？その反省 点に気づけたか？
を元に２日目の設定をしてください ＜評価方法＞（目標②）

対話、ワークシート確認 注６
４２ ・各グループの２日目の設定が終わり次第 資４、
分 開店させる。

・結果の発表をさせ ・各グループの成績を発表する。 ・成績の良かったグループをプロ
る。 ・プロジェクターで表示する。 ジェクターで表示する。

・体験ソフトの利用 ・結果を黒板のシートに記入する。
でコンビニで工夫 ・コンビニの出店場所、商品棚割、商品陳 ・どのグループの成績がよかった
されていることを 列についてどのような点が重要で工夫が のか、何が良くて何がだめだっ
プリントにまとめ されているのかプリントにまとめ、店長 たのかを中心に話し合う。
させ 発表させる が発表する。、 。

［評価］
Ｑ： やってみ店長」を体験して、マー ・コンビニの出店場所等について「

ケティングの学習した部分でどんな どんな点が重要なのか理解でき
点が重要だと思いましたか？ ているか。

＜評価方法＞（目標③）
対話、ワークシート確認

ま ・本時のまとめ ・ やってみ店長体験版」を通してコンビ ・プリントの回収「
と ニのマーケティングを体験し、何が理解 ［評価］
め できたのか確認する。 ・コンビニエンスストアにおける

・感想を述べる。 販売計画、商品計画、販売促進
分 を体験することで、マーケティ3

ングの内容を理解できたのか？
＜評価方法＞（目標④）
対話、ワークシート確認

・発表が聞けているか。



＜資料と観点＞
資料１、２、３－１～３－３は同時に配布する 「やってみ店長」の説明資料である。。
資料３－ ～３－３は拡大印刷をし掲示するか黒板に記入するなどして生徒が全体通してとらえられるように1
するといい。
グループの進行状況を見て、机間指導しながらマーケティングの内容をつかんでいるか確認する。
資料４については、あらかじめまとめるための目的を説明しないと自由記述のため生徒は困惑するので市場調査
の結果、なにがどう理解できたか？または、コンビニの工夫されている点は何か？など補足説明する。

〈指導上のポイントと考察〉
「ビジネス基礎」でのマーケティングを扱う時間と内容が少ないのでいかにその内容を押さえるかが大切である。
そのなかで特に生徒が身近に感じ、すぐにわかりやすいのがコンビニエンスストアである。近くのコンビニへ出
かけどんな陳列になっているのか市場調査がしやすい。内容もわかりやすく取りかかりやすいのでグループでな
く個人でも行いやすい。小売業は立地産業であることを押さえ、商品陳列や棚割、販売促進という点も押さえら
れる。何気なく入っているコンビニでこのマーケティングが具体的に実体験でき、理解へとつなげたい。

注１：講義中心の一方的な授業になりやすいので、生徒に主体性を持たせるため、学習支援パソコンを活用した。
また、グループで討議し発表できるような授業展開とした。資料１・２・３を配布する。

注２：情報機器の操作方法は、生徒により差がある。スムーズに行えるよう配慮が必要である。
注３：生徒配付資料とおなじプリントを拡大印刷もしくはＢ紙を利用して掲示するとよい。
注４：時間配分を適当にしないと２日目には入れないので注意する。
注５：机間指導をしながら生徒の考えや状況を把握し、授業展開に反映していく。
注６：グループの代表者の意見を尊重しながら、補足説明をする。
注７：簿記の授業の進度により売上、売上原価を学習していなかったり、３文法によらないところは説明を要す。

www.teacher.ne.jp/welcome/seihin/s_ytt/index.html※ 参考サイト
このＵＲＬアドレスはベネッセコーポレーションのスクールオンライン【総合学習・特別活動】職体験シミュ
レーションのサイトである 「やってみ店長」はベネッセコーポレーションの製品である。。

＜実践風景＞

グループでの討議 店舗の設定開始

設定終了、開店 営業状況を見る

各グループの結果を記録する 損益計算書の記入 注７



                                              資料１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． まず、出店場所を選びます。 

   ① 駅前商店街中央（賃料：８０万円） 
   ② 学校前・公園となり（賃料：５０万円） 
   ③ 商店街・郵便局となり（賃料：８０万円） 
   ④ 病院前（賃料：４０万円） 
   ⑤ 駅前ビジネス街（賃料：８０万円） 
   ⑥ 工場向かい・マンション（賃料：４０万円） 
   ⑦ 病院向かい・団地（賃料：６０万円） 
 

次へ で次に進みます。 

 ２．資金を設定します。（ただし、４００万円以上） 
   ※ 自己資金が多い方がいい。 
 
 
 

次へ で次に進みます。 

 
 ３．商品の棚割をします。 
  マウスで商品を選び、□の中にクリックして 
  並べます。 
 
 
 
 

次へ で次に進みます。 

 
  ４．次に、商品を並べます。 
   いつも行くコンビニはどんな並び方をして 

いるのか、思い出して並べてみましょう。 
 
 
 
 
 
 

    次へ で次に進みます。 

 



 
  ５．次に、パートさんの時給と人数を決めます。 
 
    ※ 金額が高い方がいいです。 
 
    ※ 人数が多い方がいいです。 
 
 
 

  次へ で次に進みます。 

 
 
  ６．各設定が終わったら、開店をします。 
 
 
 
 

           開店 です。 

 
 
 
 
 
 
    １日の開店時間は２３：００までです。 
 
  ７．成績が出ます。 

     成績  何点だったか、売上金額、顧客数など結果を書きましょう。 
 

点  数              
売上金額              
顧 客 数              

 

アドバイスなどを見てみるのも面白いです。 

※ ２日目までの営業ができるソフトですが、２日目の設定ができれば、２日目に進みますが、残念ながら、 
時間の都合で終わる場合があります。 
 



資料２ 
１日目 
出店場所 
① 賃料 ８０万円 駅前商店街中央    ② 賃料 ５０万円 学校前・公園となり 
③ 賃料 ８０万円 商店街・郵便局となり ④ 賃料 ４０万円 病院前交差点 
⑤ 賃料 ８０万円 駅前ビジネス街    ⑥ 賃料 ４０万円 工場向かいマンション 
⑦ 賃料 ６０万円 病院向かい後ろ団地 
 

開業資金 
 自己資金     
 ① 1,000,000 円 ② 2,000,000 円 ③ 3,000,000 円 
借入金 
① 1,000,000 円 ② 2,000,000 円 ③ 3,000,000 円  
 

商品棚割                           
①お弁当・サンドウィッチ ②ラ

ーメン・おかし ③ジュース・牛

乳 ④サラダ・おかず類 ⑤おつ

まみ・パン ⑥安いアイス ⑦コ

ピー機 ⑧本・雑誌 ⑨アメ・ガ

ム ⑩文房具 ⑪スナック菓子       

⑫日用雑貨 ⑬酒類・缶ビール        

⑭ソフトドリンク ⑮季節商品        

⑯アイスクリーム  
 
商品陳列 
  

     ① おにぎり  
     ② サンドウィチ 
     ③ 調理パン 
     ④ お弁当 
     ⑤ おかず 
 

 
パート採用 
「時給」 ① ７５０円 ② ８００円 ③ ８５０円 ④ ９００円 

 「採用人数」 ① １人 ② ２人 ③ ３人 ④ ４人 ⑤ ５人 
販売促進 
 「チラシ」 ① 出さない ② 出す 
 「のぼり」 ① 出さない ② 出す 

   
    
   
   
   



２日目 
借入金返済 
 「借入」① １００万円 ② ２００万円 ③ ３００万円 
 「返済」① １００万円 ② ２００万円 ③ ３００万円 
 
パート関連 
 「採用人数」① １人 ② ２人 ③ ３人 ④ ４人 ⑤ ５人 
 「解雇人数」① １人 ② ２人 ③ ３人 ④ ４人 ⑤ ５人 
 「教育費」 ① 0.5 万円 ② 1.0 万円 ③ 1.5 万円 ④ 2.0 万円 ⑤ 2.5 万円 
 
サービス商品 
① 宅配便（１００万円） ② ＤＰＥ（５０万円） ③ クリーニング（１００万円） 
④ ファックス（１００万円） ⑤ 公共料金（７０万円） ⑥ キャッシング（６００万円） 
⑥ チケット（８００万円） ⑧ 鉄道・航空券（９００万円） 

 
商品棚割                           

①お弁当・サンドウィッチ ②ラ

ーメン・おかし ③ジュース・牛

乳 ④サラダ・おかず類 ⑤おつ

まみ・パン ⑥安いアイス ⑦コ

ピー機 ⑧本・雑誌 ⑨アメ・ガ

ム ⑩文房具 ⑪スナック菓子 

⑫日用雑貨 ⑬酒類・缶ビール 

⑭ソフトドリンク ⑮季節商品 

⑯アイスクリーム              

                                                    

商品陳列 
  

     ① おにぎり  
     ② サンドウィチ 
     ③ 調理パン 
     ④ お弁当 
     ⑤ おかず 
 

 
販売促進 
 「チラシ」 ① 出さない ② 出す 
 「のぼり」 ① 出さない ② 出す 

   
    
   
   
   



１回目

班 出店場所 自己資金 借入金 棚割参照パート時給 人数 チラシ のぼり

1

2

3

4

5

6

「やってみ店長」体験版　資料3-1



２回目

班 出店場所 自己資金 借入金 返済 棚割参照パート時給 人数
サービス
商品

チラシ のぼり

1

2

3

4

5

「やってみ店長」体験版　資料３－２



① 　 ② 資料3-3

売上原価 売上高 売上原価 売上高

給　　　料 給　　　料

営　業　費 営　業　費

支払利息 支払利息

　

③ 　 ④ 　

売上原価 売上高 売上原価 売上高

給　　　料 給　　　料

営　業　費 営　業　費

支払利息 支払利息

⑤ 　

売上原価 売上高

給　　　料

営　業　費

支払利息

損益計算書

損益計算書

損益計算書

損益計算書

損益計算書



「やってみ店長」体験版を体験して                   資料４ 
 
このまとめプリントは、評価の観点としてマーケティングの要素（市場調査、仕入計

画、販売計画、販売促進など）についての理解度をみるために行います。 
自由記述のため、焦点がずれる場合もあります。生徒の記入しやすいように補足説明

するとより記入しやすくなります。 
 
※ コンビニエンスストアの ① 出店場所 ② 商品棚割 ③ 商品陳列  
④ パート採用 ⑤ 販売促進 について気づいた点、感じた点を発表してくださ

い。 
 
① 出店場所  
 
② 商品棚割  
 
③ 商品陳列 
 
④ パート採用 
  
⑤ 販売促進 
 
 
※ グループで実施してみての感想や授業についての感想 
感想： 
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